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◇
駒
門
駐
屯
地
見
学

雛
屯
地
は
、
金
利
４
年
８
月
５
Ｈ
（企
）、
２３
日
（火
）

及
び
２６
Ｈ
（金
）
、
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
及
び
東
京
地

方
協
力
本
部
引
事
に
よ
る
人
隊
希
望
　
予
定
者
に
対
し
、

駐
屯
地
部
隊
見
学
を
実
施
し
た
。

駒
門
駐
屯
地
史
料
館
、
厚
生
セ
ン
タ
ー
及
び
戦
車
等

の
見
学
の
ほ
か
、
９６
式
装
輸
装
甲
車
の
体
験
搭
来
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
駐
屯
地
食
堂
に
お
い
て
体
験
喫
食
し

た
見
学
者
は
、
美
味
な
食
事
に
満
足
し
た
よ
情
を
見
せ

た
。
人
隊
希
望

・
予
定
者
の
人
隊
意
欲
の
高
揚
に
容
与

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
清
水
み
な
と
祭
り
支
援

令
和
４
年
８
月
６
日
（
上
）
第

７３
日
清
水
み
な
と
祭
り
に
お
い

て
、
機
甲
教
導
連
隊
が
保
有
す

る
、
１６
式
機
動
戦
闘
車
、
８７
式

偵
察

警

戒
車

及

び
１
／
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
の
展
奉
　
説
明
を
実
施

し
、
静
岡
地
方
協
力
本
部
の
募

集
広
報
活
動
を
支
援
し
た
。
自

術
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
志

願
意
欲
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
清

水
み
な
と
祭
り
に
■
を
添
え
た
。 公

励脚】
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令

和

４

年

度

偵

察

隊

・

戦

間

中

隊

訓

練

検

閲

機
甲
教
導
連
隊
は
、
今
和
４
年

６

月

Ｈ

Ｈ
（
上
）
か

ら

６
月

１２

日

（
Ｆ
）
ま

で
の
間
、
東
富
士
演
習
場

に
お

い
て
、
値
禁
隊
及
び
戦
間
中

隊

の
訓
練
検
間
を
警
護
出
動
下
に

お
け

る
偵
寮
載
間
大
隊
と

し

て
、

１
夜
２
月
に
注
り
実
施
し
た
，

偵
察
豚
は
使
察
戦
開
大
隊
内

の

偵
察
中
豚
と
し
て
、
静
川
県
中
部

地

区

ま

で

の
１１１１

の
生

地

に
お

い

て
、
戦
間
中
隊
は
、
東
宙
上
演
習

場
内

に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
動

に
引
き
統
く
警
戒
監
視
を
実
施

し

た
．
特

に
東
富
士
演
習
場
内

に
お

い
て
は
、
グ
リ

ラ
　
コ
マ
ン
ド

ウ

対
処
と
し
て
餞
察
中
隊
及
び
成
闘

中
隊
は
相
互
に
連
携
し
鮮
浅
出
動

丁
に
お
け
る
行
動
を
■
員
　
実
■

機
甲
敦
導
連
隊
は
、
今
和
４
年

７
月
２
Ｈ
●
■
、

富
十
雌
屯
地
に
お

い
て
、
宮
十
学
校
聞
成
“
月
年

‘‐１
１

念
行
■

に
機
甲
教
ヰ
■
隊
長

（―――
馬
―
佐
一″
始́
め
■

隊

一
九
と
な
り
参
加
し
た

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
形
Ｗ

に
よ
―，
、

３
年

ぶ
り

の
宙

■
学
使
開
設
誌
周
年

‐‥
１１
念
行
Ｉ

ｔ

な

っ
た
中
、
■
隊
は
、　
Ｌ
念
式
典
及
び
成
リリｌｔ
十

々
Ｌ

し
た
観
間
行
進
を
行

い
御
来
客
を
坦

―́
し
た

ま
た
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展

小
、
体
験
試
■
を

実
施
し
、
機
甲
科

の
衝
撃
力
　
機
動
力
を
岱
人

に
先

揮
し
学
校
行
１，
任
務
達
成

に
貢
献
し
た

⑤

国

際

活

動

教

育

隊

７
月
２０
Ｈ
（水
）、
エ
チ
オ
ビ
ア
国
防
省
平
和
維
持
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
セ
ン
タ
ー
長
及
び

エ
チ
オ
ヒ
ア
国
際
平
和
之
長
訓
練
ｌｉｌｌ
究
セ
ン
タ
ー
長
が
来
訪
し
た
。
国
際
活
動
数
市

隊
は
そ
の
来
訪
に
対
応
し
、
国
際
活
動
教
育
隊
に
お
け
る
慨
況
説
明
及
び
装
備
品
展

示
等
を
通
し
て
自
衛
豚
の
日
曝
活
動
及
び
部
隊
の
任
務
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
相
互

の
意
見
交
換
■
を
実
施
し
た
　
近
年
、
昨
ｌｉ
白
街
隊
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
を
含
め
た
ア

百
■
墜
群
レ
ダ

一　

・証
‐‥ヽ‥畿
ヽ
ヽ
翻
】
洵
り
鋤
珊
乖

フ

リ

カ

諸

口

興
覇
副
彦
η
狡
雲
辟
猾
撃
卿
初
対
は
「
般

ン

タ

ー

ヘ

講

師
と
し

て
白

衛
官
を
維
続

的

に

派

遣

し
、
同

セ

ン

タ
ー
の
機
能

強
化

の
支
援

を
実
施
す

る

こ

レ
』
に

よ

り

、

ア

フ

リ

カ

諸

国

の

平

和
と
安
定

に

寄
与

し
て

い

る
．

第

　

１

人
障

訓
繰
検

間
を

受
関

し

て

―――

打

価

＝

中
は

増

田

，議

ロ

人

ほ
位

‐ｌｉｌ

で
は
空

対
　
空

射

レ
ー
タ
■

員
キ
務

め

た
船

田

――
曹

´ヽ
十

初

め
て
対
牢
監
＝
哨

（
い

Ｌ
・
Ｌ

て
極

問

◇
要
撃
成
功
＝
本

´

を
掲
げ
て

高
射
中
隊秋

‐―‐
３
曹

令

和
４
年

７
月

‐８

＝
（
月
）
か

ら

２

＝
（企
）
ま
で
の
１１１１
、

北
海
道
静
内
対
空

射
場

で
行
わ
れ
た

令

和

４
年
度
対

空

実
射
訓
絆
検
間

に

射

統

手

と

し

て

「
要

撃
成

功

ｌｉｌ
本

一
」
を
掲
げ
参
加

し

ま

し

た

。

レ

ー

ダ
操
作
を
任
務
と

し
て
小
隊
長
及
び

仲
――――
辻
と
連
携
し
、

「
要
撃
成
功
」
任
務

達
成
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
．
今
後

も
こ
の
経
験
を
活
か

し
部
隊
の
た
め
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と

ｍ
心
い
ｔ
ｉ
り
．

に
臨
ユ
ー

た̈
　
川

曇
、
い

か
ら
の
＝
―――‐

情
報
資
＝
を
怖
体
―
´

て
、
１１１
押
所
キ
槙
■

と
―
た́
に
出
＝
■
に

変
換
す
る
作
業
に
苫

労
し
―
し
た

本
■
、
レ
ー
ダ
で

行
う
ベ
ー
一１，１
■
入
力

で
実
施
し
て
、
レ
ー

ダ
の
有
効
性
の
再
認

識
と
レ
ー
ダ
不
げ
動

時
の
対
■
鴨
＝
要
征

に
つ
い
て
経
験
と
資

を
得
る

ｔ̈
‘一が
で
き

ま
し
た

富
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3年ぶ
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りには

機
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隊


